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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨）  
 
 文化遺産の概念やその保存・保護の実践が世界的に広がりを見せ、地域研究としてそ
れが現地社会でどの様に実践されどの様に相互作用をもたらしているか、様々なステー
クホルダーの視点から検証していくことは開発や観光、持続的な発展と環境保護、文化
の変容など様々な観点から重要になっている。しかし、中でもベトナムのような社会主
義国でそれがどの様に導入されているかという先行研究は少ない。更に、ベトナムの文
化遺産保存には、当初より日本の政府開発援助が関与しているが、その様態について部
外者の視点で論じた研究はない。  
 本博士論文は、住民の生活の場であり続けながら「伝統的集落」として国家文化遺産
に制定されたベトナム北部と中部の二つの地域で、建造物や家並、伝統的な工芸や儀礼
などがどの様に保存され、それに基づいて観光が推進されているのかを、そこを生活の
場としてきた住民の視点を中心に解明し、文化遺産保存と居住者の参加がどの様に進め
られるべきかを問うことを目的としている。そのために、この二つの地域における調査
に基づき「伝統的集落」の国家文化遺産としての指定や観光開発に伴って地域住民の生
活がどの様に変化し、それを住民がどの様に受け止めているのか、観光が誰によってど
の様に推進されているか、遺産保存と観光開発がどの様な場合に成功するのかを問い、
また、こうした過程に日本による政府開発援助がどの様に関与し、影響をもたらしてい
るのかを明らかにしている。  
本論文の学術的貢献として以下の点があげられる。  
 第一に、ベトナムにおける文化遺産保存とコミュニティ・ベースの観光の可能性につ
いて、特に住民の視点を重視して分析している点である。北部にある首都ハノイの近郊
に位置し経済発展の渦中にある農村部のドゥオン・ラム村では、住民が文化遺産保存と
観光客誘致のために伝統的家屋に住まい続けることが困難である。一方、中南部の中都
市フエの周縁部に位置し、過疎化と高齢化も始まりつつあり、工芸を生業としていた
フォック・ティック集落では、スケールは小さいものの比較的良好に運営されている。
文化遺産の保存に伴う困難も、観光客誘致の条件も大きく異なる二つの事例を取り上げ
て、住民による保存と誘致との関わりとその問題点を現地での聞き書きや、サーベイ調
査によって明らかにし、両事例を比較することにより成功の諸条件について考察してい
る。ベトナムで「伝統的集落」として国家文化遺産指定を受けたこの二地域について
は、開発当事者の報告や、観光学の視点からの報告はあるものの、保存と観光の展開過
程を住民の視点から批判的に分析している点が本論文の貢献である。  
 第二に、ベトナムのハノイ近郊、即ち北部にある村落と、中南部にある集落という二
つの「伝統農村」におけるトップダウンの文化遺産保存と住民の受容のあり方を比較す
ることにより、二地域の、特に行政の介在や地域住民の対応の相違が浮き彫りにされて
  
いる。これによりベトナム研究の文脈で、中央政治権力が末端まで人々を統制しようと
する傾向が強い北部の農村の構造と、末端への統制が緩く人々の裁量の範囲が広い中南
部以南の村のあり方を明らかにし、その差異を描くことに成功している。  
 第三に、日本の政府開発援助が現場でどの様に作用し、受け止められているかを、第
三者の視点から明らかにしている。ベトナムの文化遺産保存や観光開発には、当初より
日本のソフトパワーが関与したのであるが、その成果については関与した当事者らによ
る報告以外には存在しなかった。日本国内での成功事例をもとにしたモデルにより、文
化遺産の町並保存や、観光化の様々なプロジェクトが、行政と住民の関係が異なるベト
ナムでは、行政側からトップダウンにもたらされた時に、現地で生じる諸問題について
住民の視点から明らかにしている。  
 これらの点により、住民が生活する場における文化遺産保存と観光開発の二つの事例
を通じて、先進自由主義諸国で用いられる文化遺産保存モデルは、行政と住民の関係
や、経済発展の渦中にあって生活向上を求める住民の社会的変動が激しい社会主義国ベ
トナムに充当することは難しいことを明らかにし、住民の視点からの分析理解の重要性
と、ひいては住民が遺産保存に参加することの重要性そのものを明らかにしている。ベ
トナム研究にも、そして文化遺産保存と観光の研究にも、オリジナルな貢献となってい
る。  
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
2019年5月22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認
めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
